
世界の恒久平和は、人類共通の願いである。しかし、近
年、核軍拡競争は、激化し、世界平和に深刻な脅威をもた
らしている。
　われわれは、世界最初の被爆国民として、平和憲法の精
神に沿って、核兵器の全面禁止と軍縮の推進について積極
的な役割を果たすべきである。
わが練馬区および練馬区民は、日本国憲法に掲げられた
恒久平和の理念を生かし、また、日本の国是である非核三
原則(造らず、持たず、持ち込ませず) が完全に実施される
ことを願い、わが練馬区の区域内に、いかなる国のいかなる
核兵器も、製造、配備、貯蔵することはもとより、飛来、通過
することをも拒否する。
　練馬区および練馬区民は、さらに他の自治体とも協力
し、核兵器の廃絶と軍縮にむけて努力することを宣言する。

昭和58年10月3日
練馬区

非核都市練馬区宣言
交通安全の確保は区民共通の願いである。しかし区内で

は尊い人命を奪うような事故をはじめ多くの交通事故が
発生し、区民生活においても危機感をつのらせている。
　練馬区および練馬区民は、持てる力を結集し、交通事故
防止のために欠くことができない道路環境を整備するとと
もに、一人ひとりが交通マナーを高め、交通ルールを守るこ
とを決意した。
　練馬区および練馬区民は、生命尊重、人間優先の理念に
基づき、交通事故のない安全で安心して暮らせるまちの実
現に向けて努力することをここに宣言する。

平成10年12月15日
練馬区

交通安全都市練馬区宣言

私たちは、家族や地域の人々とのふれあいのなかで、生
きがいに満ちた自分らしい生涯を望み、健康であることを
願っています。
　健康づくりは、私たち自身が日々の生活のなかで、｢自
分の健康は自分で守り、つくる｣ことを自覚し、実践するこ
とから始まります。
　健康は、私たち一人ひとりの主体的な取組と地域社会
の積極的な支援とが一体となって確かなものとなります。
練馬区および練馬区民は、だれもが、自分の生き方に自

信と誇りを持ち、生きる喜びをともに分かちあえる、健康と
活力あふれるまち、ふるさとねりまの実現をめざします。
　練馬区および練馬区民は、健康こそ生活の基盤であ
り、福祉の原点との認識のもと、みどり豊かな環境のな
か、健康づくりのさらなる発展を決意し、ここに健康都市
練馬区を宣言します。

平成13年10月8日
練馬区

健康都市練馬区宣言
私たちは、武蔵野の台地に広がった雑木林や農地と調和

したみどりと水の豊かなまち練馬を誇りにしてきました。し
かし、そうしたまちの風景は、次第に失われつつあります。
　また、資源とエネルギーを大量に消費する暮らしや事業
活動のあり方は、地球温暖化の原因となる温室効果ガスな
どの環境負荷を発生させ、地域のみならず地球環境に対し
て大きな影響を与えるようになっています。
　多くの人々の努力により守られてきた環境資産を大切に
しながら、快適で安心して暮らすことのできる環境をつく
り、つぎの世代に引き継いでいくことは、今を生きる私たち
の責務です。
　練馬区に住み、働き、学び、集う私たちは、協力して、｢み
どりや水と共生する美しいまち｣｢安全で健康に暮らせる生
活環境のまち｣｢資源やエネルギーを大切にする循環のま
ち｣｢環境にやさしいこころを育み行動の環が広がるまち｣
を築くことを誓い、ここに環境都市練馬区を宣言します。

平成18年8月1日
練馬区

環境都市練馬区宣言


